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第 1 章は序論であり，大阪大学の超高圧電顕の沿革とその高電圧発生回路の構成を紹介し 直流高電圧の安定性に
関連した問題点を述べ，本研究の課題と本論文の構成を示しているO
第 2 章では，まず，従来の CW回路の各種解析方法を概観し，新たな数値解析アプローチの必要性を示している。
次に，著者が提案した超高圧電顕用 CW回路の解析に適用できる数値解析方法について紹介し この方法に基づく回
路解析用フ。ログラムの開発を述べているO
































(5) これらの手法により，これまでよりー桁高い10- 7 オーダーの超高安定度実現の見通しを得ている。
以上のように，本論文は，大阪大学が世界に誇る超高圧電子顕微鏡において，その直流高電圧を10- 7 オーダーに超
高安定化することができる見通しをはじめて示し，またその実現のための多くの新しい知見を含んでおり，電子工学
の発展に寄与するところ大であるo よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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